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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月30日(2019.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一表面である第１面と、前記第１面の反対側の面である第２面とを有する板状構造を有
し、
　前記第１面から所定の厚さを有する領域の空孔率である第１空孔率と、前記第２面から
所定の厚さを有する領域の空孔率である第２空孔率と、が互いに異なり、
　少なくとも前記第２面に、ＡａＲｂＡｌｃＯ４、ＡａＲｂＧａｃＯ４、ＲｘＡｌｙＯ１

２、およびＲｘＧａｙＯ１２のいずれかの組成式で表される化合物を含み、
　ＡはＣａ、Ｓｒ、およびＢａからなる群から選択される一以上の元素であり、
　Ｒはランタノイドからなる群から選択される一以上の元素であり、
　ａは０．９以上１．１以下であり、ｂは０．９以上１．１以下であり、ｃは０．９以上
１．１以下であり、ｘは２．９以上３．１以下であり、ｙは４．９以上５．１以下である
熱放射性セラミック。
【請求項２】
　波長選択性のある熱放射特性を有し、
　第１面から所定の厚さの領域における空孔率である第１空孔率と、前記第１面とは反対
側の面である第２面から所定の厚さの領域における空孔率である第２空孔率と、が互いに
異なる熱放射性セラミック。
【請求項３】
　一表面である第１面と、前記第１面の反対側の面である第２面とを有する板状構造を有
する熱放射性セラミックであって、
　第１の領域と第２の領域とを有し、
　前記第１の領域の空孔率は第１空孔率であり、
　前記第２の領域の空孔率は、前記第１空孔率とは異なる第２空孔率であり、
　前記板状構造の一面を構成する第１面から前記第１の領域までの厚さ方向における距離
が、前記第１面から前記第２の領域までの厚さ方向における距離よりも小さい、熱放射性
セラミック。
【請求項４】
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　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱放射性セラミックにおいて、
　前記第１空孔率は０．５％以上１０％以下であり、かつ、前記第２空孔率は２５％以上
５０％以下である熱放射性セラミック。
【請求項５】
　第１面を構成する第１層と、
　前記第１面とは反対側の第２面を構成し、かつ、前記第１層とは材料が異なる第２層と
を含み、
　前記第２層は、ＡａＲｂＡｌｃＯ４、ＡａＲｂＧａｃＯ４、ＲｘＡｌｙＯ１２、および
ＲｘＧａｙＯ１２のいずれかの組成式で表される化合物を含み、
　ＡはＣａ、Ｓｒ、およびＢａからなる群から選択される一以上の元素であり、
　Ｒはランタノイドからなる群から選択される一以上の元素であり、
　ａは０．９以上１．１以下であり、ｂは０．９以上１．１以下であり、ｃは０．９以上
１．１以下であり、ｘは２．９以上３．１以下であり、ｙは４．９以上５．１以下である
熱放射性セラミック。
【請求項６】
　請求項５に記載の熱放射性セラミックにおいて、
　前記第１層の、可視または近赤外領域において発光準位を有するランタノイドの含有率
が１ａｔ％以下である熱放射性セラミック。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の熱放射性セラミックと、
　当該熱放射性セラミックから放射された赤外線を電力に変換する光電変換セルとを備え
る熱光起電力発電装置。
【請求項８】
　一次粒子を成形型に導入して第１の圧力でプレス成形する工程と、
　前記成形型に前記一次粒子をさらに導入し、前記第１の圧力とは異なる第２の圧力でプ
レス成形する工程とを含む熱放射性セラミックの製造方法。
【請求項９】
　一次粒子を成形型に導入して圧力でプレス成形して成形体を得る工程と、
　前記成形体を焼結する工程とを含み、
　前記焼結する工程では、前記成形体の第１面の温度と前記成形体の前記第１面とは反対
側の第２面の温度とを互いに異なる状態にして焼結する熱放射性セラミックの製造方法。
【請求項１０】
　第１の一次粒子を成形型に導入して成形する工程と、
　前記成形型に第２の一次粒子をさらに導入して成形する工程とを含み、
　前記第１の一次粒子と前記第２の一次粒子とは材料が互いに異なる熱放射性セラミック
の製造方法。
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